
T葉県水産試験鴻研究報告 %40号(1982年) 117 

浦賀水道にむける標識放流クルマエピの移動について*

** 日黒清美・清水利厚・大場俊雄・田中邦三

はじめに

千葉県のクルマエピ漁業は，富津岬から明鏡仰にか

けてがその主なものであるが，この沿岸は，砂浜域と

岩線域が相互に形成され， クJレマエピ幼稚仔の生育に

好適な条件とされる干潟域が極めて乏しい海域である

(図 1)。

当海域では， クJレマエピ資源の維持・増大をはかる

ため，種苗放流を積極的に行っているが，クルマエピ

種苗の放流効果を検討するには，まず放流エピの移動

を知る必要がある。従来，二宮・高上)清水他 主体

長組成.H比，産卵期から推測しているが，標識放流

からの移動についての報告はない。
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/黒丸印は1979年の放流地点1
図 1.浦賀水道地形図3白九印は1980年の放流地点j

* I昭和56年度，日本水産学会春季大会発表

** 現在，日本海区水産研究所

そごで，筆者らは.1iY'流効果や方法を検討する調査

と並行して. 1979年および1980年に標識放流を実施し

たので報告する。

調査にあたりご協力いただいた，大佐手ll.天羽漁業

協同組合および販売所職員の各位にお礼申し上げます。

材料および方法

放流に使用したクルマエピは，富津岬南(目rjの小型l底

曳網でj魚獲され. 1979"f. 6月26日と 7月4日大佐和漁

業協同組合に水揚げされたものと，刺網で漁獲され，

1980年 6月5日と 6日に天羽漁業協同組合竹岡支所に

水揚げされたものである。

標識作業は，大佐和水揚げのものは流水水槽に，竹

岡水揚げのものは酸素補給をした11:水水槽に収容し装

肴した。標識は長さ35mmのアンカータグで. 1979'J‘が

赤色. 1980年が黄色である。標識部位は，第 1腹節の

関節孔で，アンカータグは貫通させた(図 2)。

図2 標識方法

放流方法は，標識装着後に正常と思われる個体をオ

ガクズ入りの発泡スチロール箱に入れて放流地点まで

輸送した。放流地点は浦賀水道北部の底曳漁場と，そ

こから 7km南側の刺網漁場で、ある(図 1)。

放流場所の底質は，北部，中央部のいずれも砂質お
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4) 
よび岩礁(根)が点在している。

標識エピの体長組成は図 3，4に示すとおり， 1979年

は体長 105mm~ 200mm (平均体長，雄 135mm，雌 153
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図3.標識放流クルマ工ビの体長組成

(臼向Iは撲を示l，黒印は践を示す)
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図4.標識放流クルマエビの体長組成

(向印は雄を示し，黒印は践を示す)

mm)， 1980年は体長95mm~ 205mm (平均体長，雄142mm.
1) .2) ，3) 

雄 1印mm)で，いずれも越年群 が主体となっている。

放流尾数は， 1979年6月26日 396尾 7月4日 547

尾で合わせて 943尾であり， 1980年は 6月5日 601尾，

6月6日 399尾で合わせて1000尾である。

主お，標識による影響は， 42日間の飼育結果では，

へい死はみられなかった。

結 果

1.再捕経過

放流後の再捕経過を 5日ごとにまとめ表 1，2に示

した。

1979年は，当初小型底曳網による再捕が多しその

後はエピの移動に伴い，中央部の刺網で圧倒的に再捕

されるようになった。再捕率は14.6%，138尾である。

表 1 5日ごとの再補数とその累積 (1979年)

月 経過日数
再 f市 数 累積再捕

6.26放流 7.4放流 個体数 割合(%)

6 0-5 5 5 3.6 

6-10 10 1 16 11.6 

11-15 9 10 35 25.4 

16-20 9 7 51 37.0 
7 

21-25 11 4 66 47.8 

26-30 6 72 52.2 

31-35 2 74 53.6 

36-40 3 13 90 65.2 

41-45 8 98 71.0 

46-50 2 
8 

3 103 74.6 

51-55 8 111 80.4 

56--60 4 2 117 84.8 

61-65 2 119 86.2 

66-70 3 5 127 92.0 

71-75 

76-80 1 
9 

128 92目8

81-85 

86-90 1 129 93.5 

91-95 

10 
96-100 l 130 94.2 

103 2 132 95.7 

132 1 
11 

133 96.4 

145 1 134 97.1 

4 291 1 135 97.8 

5 304 1 136 98.6 

331 1 
6 

137 99.3 

344 1 138 100.0 



再捕は 1期 (5日)から14期 (60日)まで，わずかを

がらも連続的に再捕され，持に放流後初日で半数以上

の72尾が， 60日で 117尾， 85%が再捕され，その多く

は7，8月である。しかし， 9月以降になると再捕数

は著しく減少し 9月に10尾， 10月に 3尾， 11月に 2

尾となっている。再捕期間が長期にわたっているもの，

つまり越年エピは4尾あり，その中で最も長期のもの

は 344日を経過している。

198011'は，刺綱による再捕が多く，放流当初から連

続して再捕され， 60日までに 342尾， 90%に達してい

る。その中で8，9期 (36-45日)の10日間で 131尾

34%と最も多く再捕されている。 9月以降の再捕は12

尾で前I1二同様に少なく，再捕率では38，1%， 381尾で

ある。

2 再摘状況

再指i場所は図 5-8に示すように，浦賀水道の西側

表2 5日ごとの再捕数とその累積 (1980年)

再 f市 数 累積再捕
月 経過日数

6.5放流 6.6政流 個体数 割合似)

0-5 2 2 0.5 

6-10 17 18 37 9.7 

6 11-15 14 12 63 16目5

16-20 20 12 95 24.9 

21-25 10 9 114 29.9 

26-30 16 9 139 36.5 

31-35 8 6 153 40.2 

36-40 31 23 207 54.3 
7 

41-45 33 44 284 74.5 

46-50 13 2 299 78.5 

51-55 17 11 327 85.8 

56-60 7 8 342 89.8 

61-65 7 10 359 94.2 

66-70 4 
自

363 95.3 

71-75 1 I 365 95.8 

3 368 96.6 

85 1 369 96.9 

86-90 2 1 372 97.6 

91-95 2 1 375 98.4 

9 
96-100 

103 1 376 98.7 

105 1 377 99.0 

106 2 379 99.5 

122 1 380 99.7 

10 138 1 381 100.0 
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は神奈川県三浦市， 1翁i則は明鐘岬までの範囲で，特に

中央部から南部にかけて多く再捕されている。

浦賀水道北部の底曳網漁場に放流した1979年は， す

ベて放流点より南側で再捕されている。再捕を見ると

磯根崎i中の水深20m付近では28尾が，さらに主漁場と

なっている中央部では79尾が再捕されている。この内

般の再捕はほぼ40%にあたり，漁獲物測定による性比3)

にほぼ近い{直である。最も遠距離で再捕されたものは，

放流点から南fMti，y(，J12kmの金谷沖で6尾が再捕された。

また，対岸の神奈川県三浦市金自湾で3尾の再捕があ

った。

1980年は，前年の結果と合わせて浦賀水道中央部に

放流したが，放流点一帯は刺網漁場であり，ごれより

北側は底曳網漁場となっているためか，再捕はほとん

ど刺t伺によった。再捕状況は， 10日後に 7km南側の島

戸倉j中まで移動したものもあるが，概して半径 4kmt:!.' 

内で多く，全再捕数の86%にあたる 328尾が再捕され

ている。その中で，放流点付近の「甚九郎根」を中心
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図5.7)レマエピ放流地点およひ有捕場所

数字は各地先での再捕数

( )内の数字は雌の再捕数

黒丸印は放int地点
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とする漁場で 132尾{全再捕数の35%) が再捕されて

いる。この海域を含めた 2km以内での再捕は 8月まで

となっており，それ以降は 2km以上の海域に限られて

いる。今回も神奈川県三浦市金田湾で2尾が再捕され

ている。

jI}捕位置から移動状況を見ると，沖合への拡がりは

極めて少なく，北上，南下，沿岸移動の 3つに大別さ

れ，さらに雌雄別に見ると，北上するものは推で，反

士すに南下するものは闘騒が多い。

1979.7.4 
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図6.7)レマエビ放流地点および再捕場所

数字は各地先での再舗数

( )内の数字は雄の再捕数

黒丸印は放流地点

考察

標識放流後B月までは，浦賀水道の各海域で毎日の

ように操業が行われている。したがって，再捕状況は

放流クルマエピの移動を示していると考え図9に移動

想定模式図を示した。

再捕例から見ると北上するものはなく，雌雄とも水

深20m付近をI軒下移動し，その多くは当海域の中央部

に滞留する。さらに，中央部からの移動を考えると，
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図7.ヲjレマ工ビ放流地点および再捕場所

数字は各地先での再捕数

( )内の数字は錐の再捕数

黒丸印は欣流地点

雄の一部は南下もするが，北 kや沿岸寄りに移動し，

水深10m付近まで分散するものと思われる。雌は中央

部からの北上は極めて少なし産卵場である南部の圭一

生，金谷j中 にと移動して行くが，南下経路は水深20

I有吉宗ある。このことは，浅海域の広い北部は分散

傾向も強<，反対に南部では浅海砂浜部が段岸に接し

ているため滞留する場所が狭く，産卵場に集約された

形となり分布密度も高いのであろう。このほかに，当

海域から神奈川県三浦市金田湾漁場に来遊することが

実証された。

標識クルマエピの移動分布範囲について，出染他

桧山・原6)石岡・外関7) によれば，移動範凶は小さく

圧倒的に湾内再捕が多いとしている。また， f国体差も

著しく，体長山mを越えるころから湾外へとfなり広

い範凶に移動するという。 会方，神奈川水試 は浦賀

水道の金田湾の標識クルマエピも，移動範凶はほとん

ど放流場所周辺であるとしている。当海域の場合も，

移動範囲は小さく l府市水深も20mという点で一致し，
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図9.移動想定模式図

金苦

tJ

、tf
'

、

l
g
'
 f

/
 /

/
 

商
/
/

一
一
'
/

移動の盛期iも6-8月にあり， 9月以降は刺網への羅

網率も低下する。しかし，当海域には体長12cm以 Fの
クルマエピはほとんど漁獲対象として採捕されていな

い。そこで，当海械におけるクルマエピ資源の発生，

補給状況について調査する必要があろう。

クルマエピの放流は，干潟へ行うのが効果的とされ

ているが，当海域では地形的条件の而からか在りの市1J

約を受けている。放流効果を判定するには，放流群と

天然群をいかに識別するか，また， f:重苗の放流方法(サ

イズ，時期l，J易PJf) についても早1急にI金言すし，より多

くの効果を上げるよう努力するとともに，効果判定を

さらに正確なものにする必要があろう。

要 約

1 )浦賀水道のクルマエピについて， 1979年および1980

年に標識放流によって移動経路を倹討した。

2 )再捕は放流後60日までに85-90%が再捕され，再

捕率では1979年14.6%，1980年38.1%であった。
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図8目クルマ工ビ放流地点および再捕場所

数字は各地先での再捕数

( )内の数字は雌の再舗数

黒丸印は放流地点
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